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平成２９年度「四国再発見」増収キャンペーン
目標額達成に向け 

全組合員が総力を挙げて取り組もう！

 平成２８年度は、シルバーウィークの反動等の影響はあったものの、インバウンド

需要の拡大や瀬戸内国際芸術祭２０１６の開催等により鉄道運輸収入が堅調に推移し

たことから、中間決算では１億円増加の１１９億円となりました。 

しかしながら、通期では、安全対策に対する追加的支援措置の実施による修繕費の

大幅な増額等により、５期ぶりの経常赤字が見込まれています。 

 平成２９年度は、景気は緩やかな回復基調が見込まれるものの、海外の政治・経済

の不確実性により、先行きは不透明であり、引き続き厳しい経営環境となることが想

定されます。 

 このような中、会社は平成２９年度を「新たな中期経営計画のスタートの年度とし

て、『安全・安心の確保』『収益の拡大』『支援措置等を活用した設備投資等の着実な実

施』を重要な３本柱として、「財務基盤の安定化」と「収益基盤の強化」の実現に向け

たさらなる取り組みを推進する」としています。 

 ＪＲ四国労組も、責任組合として「安全・安定・安心輸送の確立」を最優先に、事

業計画・各種営業施策を共有化するとともに、「四国再発見」増収キャンペーンの取り

組みが、雇用の確保及び労働条件の維持改善を図るための重要な取り組みと位置づけ、

各級機関で地域共闘を軸とした情報発信と需要喚起に努め、全組合員が一丸となって

目標額早期達成に積極的に取り組むことを要請します。 
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